
平成２３年１２月２２日 

杉    並    区 

 

 

台湾との中学生野球交流事業の実施について 

 

昨年（平成２２年）の１０月、杉並区軟式野球連盟から、野球技術の向上及び視野の広がりなど健全育成

を目的に、「日本と同じように野球が盛んな台湾とぜひ交流をしたい」旨の強い要望が区に出されました。こ

の要望を受け、区は、杉並区梅里在住の、駐日台北経済文化代表処文化部次長の要職を務める「林默

章」様にお話をしたところ、台湾側からご快諾をいただき、今年度、中学生の異文化理解、国際理解を深め

る契機とする目的で、杉並区と台湾の「中学生野球交流事業」が実施されることになりました。 

一方、３月１１日に発生した東日本大震災の発災直後から、杉並区は、災害時相互援助協定を結ぶ福

島県南相馬市の支援に取り組んできました。チャリティバザーに参加してもらうなど、杉並区のイベントに南

相馬市民の皆様を招待し、杉並区民・南相馬市民が一丸となって支援の輪を拡げてまいりました。こうした

中、杉並区として、この野球交流事業にぜひ南相馬市の子どもたちを招待したいと思い、台湾側に相談し

たところ、ご理解を得るとともに、ご好意により南相馬チームをご招待いただくことができました。折しも、復

興支援促進と、一時的に落ち込んでいる物的・人的往来が震災前の水準に回復、或いはそれ以上に発展

させることなどを目的として、７月１４日、「日台『絆（厚重情誼）』イニシアティブ」（別紙参照）のもと、日台双

方が関係のさらなる強化に取り組む旨が発表され、この事業は、同イニシアティブの青少年交流、地方交

流の促進の一項にも合致するものとなりました。 

このたび、杉並区及び南相馬市中学生野球チームは、以下のとおり、台湾を訪問いたします。 

 

 

１ 主 催 

   台湾との中学生野球交流事業実行委員会 

      杉並区軟式野球連盟、杉並区中学生軟式野球協会、杉並区、杉並区教育委員会 

 

２ 協 力 

   台北駐日経済文化代表処 

 

３ 日 程 

   １２月２３日～２６日の３泊４日  ※南相馬市は１２月２２日～２７日の５泊６日 

 ＊詳細は別紙１のとおり 

 

４ 宿泊地 

   台北市  救国団剣潭青年活動センター及び圓山大飯店 

 

５ 派遣団の構成 

・ 杉並区中学生軟式野球チーム「オール杉並」 ４４人（役員を含む） 

・ 南相馬市中学生軟式野球チーム「オール南相馬」 ２１人（教育長、職員、役員を含む） 

・ 区関係者 ９人 

・ 応援団 団長１人、保護者１８人、協力者１３人 

 

 合計 １０６人    ＊参加者名簿は別紙２のとおり 



別紙１ 

 

台湾との中学生野球交流事業 日程表 

 

月日 現地時刻 行程 

12 月 23 日 7:30 杉並区役所出発（希望者はバスにて移動） 

（金） 8:30 羽田空港到着 

 10:50 羽田空港出発（ＢＲ１８９便） 

 13:30 台北（松山空港）到着 

 午後 台湾文化の学習（故宮博物院等） 

  宿泊場所到着 

 夜 台湾主催晩餐会 

12 月 24 日 

（土） 

午前 

午後 

野球親善試合 

（交流相手：台北市長安國中、重慶國中、二重國中） 

 夜 夕食及び台湾・杉並・南相馬中学生交流会 

12 月 25 日 

（日） 

午前 

午後 

野球親善試合 

（交流相手：桃園縣新明國中、光明國中、仁和國中） 

 夜 夕食／区主催返礼の会 

12 月 26 日 午前 台湾文化の学習 

（月） 午後 松山空港到着 

 16:00 台北（松山空港）出発（ＢＲ１９０便） 

 19:55 羽田空港到着 

  解団式 

 20:45 羽田空港出発（希望者はバスにて移動） 

 21:45 杉並区役所到着 

  解散 

 

 

 

 

 

 



別紙２ 

台湾との中学生野球交流事業 参加者名簿 

【杉並区】 ＜選手＞
３４人

＜団長・副団長＞
氏名

団長 藤原　哲太郎 杉並区軟式野球連盟会長
副団長 碓井　和夫 杉並区中学生軟式野球協会会長

＜役員＞
NO 氏名
1 吉野　和芳
2 八十川　勝
3 細野　修三
4 榊原　憲
5 小島　照雄
6 市川　泰士
7 小田切　理
8 小松　進一

＜応援団長＞
氏名

応援団長 舩越　公道 杉並区体育協会会長
＜区長、議長等＞

杉並区長　田中　良
杉並区議会議長　藤本　なおや
杉並区教育委員会教育長　井出　隆安
秘書担当課長　有坂　幹朗
区議会事務局次長　和久井　義久
文化交流課長　都筑　公嗣
社会教育スポーツ課長　植田　敏郎
社会教育スポーツ課社会体育係主査　斎藤　尚美
社会教育スポーツ課社会体育係主事　小池　晴彦

【南相馬市】＜選手＞
１５人

＜役員＞
NO 氏名
1 門馬　浩二 南相馬市少年野球連盟会長
2 松本　誠喜
3 秋元　伸一
4 志賀　裕美

＜教育長等＞
南相馬市教育委員会教育長　青木　紀男
スポーツ振興課係長　木幡　藤夫  

 

台湾との中学生野球交流事業実行委員会

№ 役員 所属団体（役職） 氏名
1 委員長 杉並区軟式野球連盟（会長） 藤原　哲太郎
2 副委員長 杉並区軟式野球連盟（副会長） 永田　博篤
3 副委員長 杉並区中学生軟式野球協会（会長） 碓井　和夫
4 会計監査 杉並区軟式野球連盟（理事長） 加藤　博
5 会計 杉並区中学生軟式野球協会（副会長） 吉野　和芳
6 杉並区中学生軟式野球協会（副会長） 片桐　重次
7 杉並区中学生軟式野球協会（理事長代行） 八十川　勝
8 杉並区中学生軟式野球協会（副理事長） 細野　修三
9 杉並区中学生軟式野球協会 小田切　理
10 杉並区教育委員会事務局（社会教育スポーツ課長） 植田　敏郎  
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　7月14日、当協会と亜東関係協会との間の東B本大震災からの復興支援・観光促進に関する日台

「紳（厚重情誼）」イニシアティブについて、．畠中篤・当協会理事長と福寄台・駐日台北経済文化代

表事務所代表との問で共詞記者発表を行いました。

（左：凋寄台代表、右　畠中理事長　　於：交流協会内）

　同記者発表において、畠中理事長より、今般の東B本大震災に対する台湾からの多様かつ多大な支援

（緊急援助隊の派遣、多くの義絹金や支援物資の提供、ホームステイ受入の申し出、王金平立法院長をは

じめとする慰問や観光促進への支援等）及び各界、各世代からの御支援・励ましのメッセージに対する

謝意を表明するとともに、日本全国の国民がこのような日台間の心と心の「絆」を改めて認識した旨述

べました。また、今般のイニシアティブは、日本側から台湾の皆様への感謝を改めて表明すること、日

本と台湾が協力することにより力強く我が国の復興を推し進めること、更に将来にわたり日台関係が尚

一層進展していくことを期待し、日台双方で合意に達したものであり、一時的に落ち込んでいるB台問

の物的・人的往来が震災前の水準に回復或いはそれ以上に発展させることを目的とするものである費述

べ、日本側としても、台湾の教育旅行関係者や台湾メディア関係者等の招聰、地震研究分野の協力や原

子力エネルギーの安全に関する情報共有等を通じて、日台関係の更なる強化に取り組んでいく旨述べま

した。

　また、薦代表からは、今回の台湾から日本への義絹金（約180億円）．のうち、約99％が民問からの自

発的な募金であり、これは台湾人のB本に対する深い心情を表すものであること、また、王金平立法院

長率いる北海道観光ミッションにより、台湾の入々に訪日観光族行をアピールしたこと等の説明があり、

本イニシアティブを通じて、震災後の復興・観光促進の力になりたい旨述べられました。
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　　財団法入交流協会と亜東関係協会との間の

東日本大震災からの復興支援・観光促進に関する
　　　日台r絆（厚重情誼）」イニシアティブ

1．2011年3月11日、未曾有の規模の地震と津波が日本を襲い、甚大な入的・物的被害をもたらした。

震災発生直後から、台湾を含む国際社会から多大な支援が寄せられた。特に台湾の各界からは、見舞

　いや激励のメッセージと共に、緊急援助チームの派遣や義絹金、援助物資の提供等の多大な支援が提

供された。台湾各界からの支援に対し、財団法人交流協会として改めて深甚なる謝意を表する。

2．このような台湾各界の温かい支援は、日本と台湾の心と心の「絆」を改めて認識させるものである。

交流協会と亜東関係協会は、そうした日台間の掛け替えのない「絆」により日本の復興を更に力強く

推し進めるため、「日台『絆（厚重情誼）』イニシァティブ」として、今後数年にわたり、以下の交流

及び協力を強化するよう努めることにつき、共通認識に達した。

（1）台湾観光客の訪日促進

　　ア　日本側は、先毅とられた台湾側による訪日渡航制限の緩和措置を評価する。台湾側は、福島県

　　　について発出されている渡航制限についても早期に緩和するよう努める。

　　イ　日本側は、先般の台湾対日観光ミッションを高く評価する。台湾側は、台湾観光客の訪日を促

　　　進すべく、日本各地への観光ミッションの派遣を継続して実施する。

　　ウ　日本側は、訪日旅行需要の回復に向けて、台湾側の協力の下、台湾の旅行会社やメディアの招

　　　へい、台湾における広報宣伝、旅行博覧会への出展を継続的に実施する。

　　工　双方は、今般開催された社団法人日本観光振興協会と財団法人台湾観光協会による協議の枠組

　　　みを最大限継続的に活用し、台湾からの訪日旅行の回復及び双方の観光交流の拡大を図る。

（2）日本の農産物等の安全性のアピール及び日台間の輸出入促進

　　ア　台湾側は、日本の農産品等に対する規制や制限を緩和するよう努める。日本側は、これに対し

　　　て必要な協力を行う。一

　　イ　日本側は、台湾の輸入規制等を担当する当局者を招へいし、日台間で日本の農産物等の台湾へ

　　　の輸出に関する問題について意見交換を行う。

　　ウ　台湾側は、日本の東北地方産品の買付けミッションを派遣する。

（3）日本側は、台湾のメディア関係者（約30名）を招へい賦日本の力強い復興の歩み並びに日本及

　　びその農産物等の安全性を直接知るための機会を提供する。

（4）青少年・教育・学術・地方交流の促進

　　ア　日本側は、台湾で教育旅行現地セミナーを開催する。

　　イ　日本側は、台湾の教育旅行従事者（約160名の校長等）を招へいする。

　　ウ　台湾側は、被災地の青少年等を招へいし、ホームステイを受け入れる。

　　工　双方は、友好交流都市関係等を活用し、地方同士の交流を促進する。

　　オ　双方は、青少年を中心とした文化交流を促進する。

（5）双方は、地震研究分野の協力を強化する。

（6）双方は、引き続き原子力エネルギーの安全に関する情報の共有を行う。

（7＞その他

　　　双方は、日台貿易経済会議等の枠組みを活用し、更なる協力の可能性を検討する。

2011年7月14日
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3・ 11の 東 日 本 大 震 災 により、甚 大 な被 害 を受 け、今 復 興 に向 けて

市 民 一 丸 となって邁 進 してお ります 。これ までの 杉 並 区 と台 湾 か らの

様 々な支 援 に対 し、御 礼 申 し上 げます。

この度 、南 相 馬 市 と杉 並 区 の 災 害 時 相 互 援 助 協 定 か ら、関 係 交

流 自 治 体 によるスクラム支 援 へとつなが り、更 に、杉 並 区 と台 湾 との少

年 野 球 交 流 に南 相 馬 市 の子 ども達 も参 加 できることとなり、杉 並 区 と

の絆 の拡 が りに感 謝 いたしております 。

今 尚 、原 発 被 害 により、子 ども達 の置 かれている状 況 は大 変 厳 しいも

の が あり、子 ども達 は思 い切 り身 体 を動 かすことを欲 しております 。その

中 で、台 湾 政 府 より中 学 生 選 手 15名 を含 む 、21名 の訪 間 団 をご招

待 頂 くこととなり、大 変 感 謝 しております。

大 好 きな野 球 を思 う存 分 楽 しめ る機 会 を与 えてくださった、台 湾 政

府 をはじめ 多 くの方 へ の感 謝 の思 いは 、子 ども達 の 心 に刻 まれ ることで

しよう。また、子 ども達 の交 流 が 1平 来 、異 文 化 理 解 、国 際 理 解 へとつな

がつていくことも期 待 しております。

改 めて、参 加 できる子 ども達 にとって、素 晴 らしいクリスマスプレゼント

になったことに感 謝 いたします。

平 成 23年 12月 22日


